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術集会 (InternationalFamily Nursing Conference)の第
l回は1988年にカナダのカルガリーで開催され、第7
回は2006年にカナダのピクトリアで開催されました。
"Journal of Family Nursing"の学術雑誌の10周年を記
念する年に相当し、ここで私は「第7回国際家族看護
学会賞Jを受賞しました。
看護学の新しい展開に向けて、これから10年間どの
ような方向に行くのか十分に考えていかねばなりませ
ん。健康障害をもった状態で患者や家族が自律した生
活ができるように中心的に支援できる専門職、あるい
は患者自身や家族が自ら生活を組み立てられるように
園叩 関本家族看護学会での活動
支援できるような専門職として、どこの部分が自分た
ちの独自活動であるかということを明確化し、いかに
これらを社会に示し、あるいは教育・臨床実践・活動
を展開するかが問題となるでしょう。「看護学の立場J
で、患者自身が「自分が病気を持っている」状態をい
かにして理解し、「病気を持っているJi障害を持って
いるJ状態で生活を組み立てていけるようなサポート
システムを用意する。色々な能力を持った方がいるわ
けなので、どのレベルの教育がその方にとって望まし
いのか複数用意する。用意されていれば患者自身が必
要なものを自分で選んで、、組み立てることができるよ
うになる。そういう専門の領域として社会に主張して
いけば、社会からの支持が得られます。
VI. おわりに
看護は、今までは医療という枠組みの中で発展して
きました。それなりに評価はされ、社会からの信頼も
得ています。ですが、医療の枠組みを越えた形で他の
領域とコミュニケーションをとる、あるいは、普通の
方に看護はこういう部分に責任をもって社会的に活躍
している領域であることを、誰しも堂々と説明をする
べきです。このような力を大学の教育プログラムは用
意しているはずです。そのためには色々な学問領域の
方法論や知識を身につけ、自分自身の言葉で看護学を
語れるように、是非皆さんには成長していただきたく
思います。最後に、国際家族看護学会賞の授賞式のビ
デオをご覧いただき、私の講演を終わりとします。
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